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近年，熱的損傷無く生体組織への直接照射が可能な非平衡大気圧プラズマの医療・農業応用に

関する研究が盛んに行われている [1]．また，プラズマ照射した生体分子（アミノ酸・タンパク質・

酵素）の様々な生物活性効果も報告され，生体分子を介した応用についても注目されている．い

ずれの場合も，プラズマの非平衡反応場によって，空気中の分子を原料に作り出される活性酸素・

窒素種が重要な役割を担っているとされている．しかしながら，プラズマ生成活性種と生体分子

の反応については未だ知見が乏しく，プラズマ医療・農業応用の発展を阻む一因となっている． 

これまでに，筆者らは大気圧空気プラズマ活性ガス処理した際に，アミノ酸の一種であるチロ

シンから不安定な生理活性物質「ドーパクロム」が生成されること，その生成速度が主成分であ

るオゾン（O3）ではなく五酸化二窒素（N2O5）の供給レートと良い一致を示すことを見出してき

た [2]．この実験事実は，N2O5 が特異な化学反応を支配している可能性を示唆していたが，N2O5

の 10倍以上の O3を含有する従来の系では，その切り分けは困難であった．今回，N2O5を選択的

に（他活性種の 10倍以上の選択比で）供給可能な活性種選択供給プラズマ源（パラレルプラズマ

源）を新たに開発し，チロシン修飾の反応機構をより詳細に調べたので報告する [3]． 

実験は，2 つの誘電体バリア放電装置を組み合わせたパラレルプラズマ源を用いて行い，N2O5

の単独供給や 1:1での混合供給（e.g., N2O5+ O3, N2O5+ NO2, …）が可能となっている．このパラレ

ルプラズマ源を使用して，チロシン溶液を処理したところ，N2O5は確かに反応の起点になってい

る一方で，最終生成物はむしろ共存する他活性種の影響を強く受けるという知見が得られた．こ

の結果は，プラズマによるアミノ酸修飾について，単独の活性種による反応だけではなく，複数

の活性種が共役して独特の反応経路を形成

する可能性についても考慮すべきであるこ

とを示している．講演では，アミノ酸処理の

結果のみならず，N2O5 を選択供給可能なプ

ラズマ源の応用展望についても議論する． 
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図 1:パラレルプラズマ源によるチロシン処理． 
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